



























































































































































「行事・自治文化活動」「生活・総合」の 3 領域で構成することとした。1985 年に示された図
1 のカリキュラム構造は、教科・教科外・総合学習がそれぞれに重なる領域を有しており、
総合学習が教科と教科外活動の下部に土台として位置づけられた。一方で、図 2 は 2013
年に示された構造であるが、円の重なりによって 3 領域の関係が示されている。総合学習






























































































また、学級活動、文化活動、自然・社会という 3 つの主題領域（スコープ）が設定され 21）、
具体的活動を示した「生活勉強」ベーシックプランが作成された。






文化活動         あそび
                     つくる
社会・人間
自然
その他            たべる
                     文化
                     自治










領域                               1年生の活動の例
表3 生活勉強ベーシックプランの領域と活動の例












は、体や性に関する学習は、3 年生以外では体の学習が、2 年生と 5 年生で性の学習が取り上
げられるにとどまっていた。それぞれの単元のタテとヨコのつながりはそれほど意識され
ておらず、ベーシックプランに基づいて、担任や教科担当者の創意工夫によって個別の実





































扱う以前には、3 年生以外でのからだ学習と 2 年生と 5 年生の性の学習だけだったのだ









































































































































































































































































注記：本稿は 1・2・4 を大西が、3 を上原が執筆し、共同で検討の上、全体の調整を大西が
行った。
──────────────────［おおにし  きみえ・和光大学現代人間学部心理教育学科准教授］
─────────────────────────［うえはら  ななみ・和光大学大学院修士課程修了］
072 生に向き合う総合学習カリキュラム◎大西公恵・上原ななみ
